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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　容器の上部に結合される本体（１００）と；
　前記本体（１００）に結合されてシリンダー（３００）を固定させ、中空が形成される
結合体（２００）と；
　前記結合体（２００）の下部に結合され、下側に内容物が流入されるように内容物流入
孔（３１０）が形成され、前記内容物流入孔（３１０）に内容物の圧力によって開閉され
るバルブ部材（３２０）が設置されるシリンダー（３００）と；
　前記結合体（２００）の中空を貫通して設置され、内周面に支持段差（４１０）が形成
されるステム（４００）と；
　前記ステム（４００）に結合され、下端にはスプリング支持部（５１０）が備えられ、
上端には上方向に突出して形成されるスプリング結合突起（５２０）が形成されるピスト
ンロッド（５００）と；
　前記ステム（４００）の下部に設置され、その外周面が前記シリンダーの内周面に密着
して形成されるシールキャップ（６００）と；
　前記シリンダー（３００）の内部に設置されて、ピストンロッドに弾性力を提供する第
１スプリング（７００）と；
　前記ピストンロッド（５００）のスプリング結合突起（５２０）を囲んで設置され、下
端は前記ピストンロッド（５００）に支持され、上端は前記ステム（４００）の支持段差
（４１０）に支持されて、上方向に弾性力を提供する第２スプリング（８００）と；
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　前記ステム（４００）の上部に結合されて、内容物が排出されるノズル（９１０）が形
成されるボタン（９００）と；を含み、
　前記シールキャップ（６００）は弾性材質からなり、前記ステム（４００）が降下する
際に前記ステム（４００）の圧力によって前記シールキャップ（６００）が収縮し、その
後前記シールキャップ（６００）が伸長することで、前記シールキャップ（６００）の長
さの変化により前記ステム（４００）を上昇させてノズルの先端に残留する内容物の再吸
入を誘導することを特徴とする、内容物の再吸入が可能なディスペンサー。
【請求項２】
　前記第２スプリング（８００）は、前記ステム（４００）の下降の時に支持段差（４１
０）によって収縮されてから、復元されて前記ステム（４００）を上昇させ、前記ステム
（４００）の支持段差（４１０）と前記ピストンロッド（５００）の前記スプリング結合
突起（５２０）が離隔される距離によって前記ノズル（９１０）の先端に残留する内容物
の再吸入を誘導することを特徴とする請求項１に記載の内容物の再吸入が可能なディスペ
ンサー。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は内容物の再吸入が可能なディスペンサーに関するもので、さらに詳しくは、内
容物を吐出させて使用した後、ディスペンサーのボタンのノズルの端部に残留する内容物
を吸入して、内容物が外部に流れることを防止することによって、内容物の不必要な無駄
使いを遮断することができ、また、内容物によって容器本体が汚染されることを防止する
ことができる内容物の再吸入が可能なディスペンサーに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、液状または粘液状の化粧品は、内容物を一定量ずつ容易に吐出させて使用する
ことができるように、ディスペンサー容器に貯蔵されて提供される。このようなディスペ
ンサー容器は、内容物が貯蔵される容器の上端にディスペンサーが装着されてなり、上記
ディスペンサーはノズルが形成されたボタンを押すと、ディスペンサーがポンピングされ
て内容物が吐出されるように構成される。
【０００３】
　上記のようなディスペンサーを使う場合、ボタンを押して内容物を吐出させると、ボタ
ンのノズルの先端に内容物が残留し、ノズルの先端に残留する内容物が流れて容器を汚し
たり、空気と接触されて変質されたりし、場合によっては内容物が固くなってノズルを阻
んだりする。これによって、次回使用する時、固まった内容物をきれいにしてから内容物
を使わなければならないため、使用が煩雑で、不必要に内容物が無駄使いされる結果をも
たらすという問題点があった。
【０００４】
　従って、内容物の不必要な無駄使いを防ぎ、容器の汚染を防止するように、ノズルの先
端に残留する内容物を再吸入するための多様なディスペンサーの構造が開発されている実
情である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は上述した問題点を解決するために案出されたもので、本発明の目的は、内容物
を吐出させて使用した後、ディスペンサーのボタンのノズルの端部に残留する内容物を吸
入して内容物が外部に流れることを防止することによって、内容物の不必要な無駄使いを
遮断することができ、また、内容物によって容器本体が汚染されることを防止することが
できる内容物の再吸入が可能なディスペンサーを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　上記のような問題点を解決するために、本発明による内容物の再吸入が可能なディスペ
ンサーは、容器本体の上部に結合される本体と；上記本体に結合されて、シリンダーを固
定させ、中空が形成される結合体と；上記結合体の下部に結合され、下側に内容物が流入
されるように内容物流入孔が形成され、上記内容物流入孔に内容物の圧力によって開閉さ
れるバルブ部材が設置されるシリンダーと；上記結合体の中空を貫通して設置され、内周
面に支持段差が形成されるステムと；上記ステムに結合され、下端にはスプリング支持部
が備えられ、上端には上方向に突出して形成されるスプリング結合突起が形成されるピス
トンロッドと；上記ステムの下部に設置され、その外周面が上記シリンダーの内周面に密
着して形成されるシールキャップと；上記シリンダーの内部に設置されて、ピストンロッ
ドに弾性力を提供する第１スプリングと；上記ピストンロッドのスプリング結合突起を囲
んで設置され、下端はピストンロッドに支持され、上端は上記ステムの支持段差に支持さ
れて、上方向に弾性力を提供する第２スプリングと；上記ステムの上部に結合され、内容
物が排出されるノズルが形成されるボタンと；を含むことを特徴とする。
【０００７】
　また、上記第２スプリングは、ステムの下降の時に、支持段差によって収縮されてから
復元されてステムを上昇させ、上記ステムの支持段差とピストンロッドのスプリング結合
突起が離隔される距離によってノズルの先端に残留する内容物の再吸入を誘導することを
特徴とする。
【０００８】
　また、上記シールキャップは弾性材質からなり、ステムの下降の時に、ステムの加圧に
よって押圧されてから復元され、シールキャップの長さの変化によってステムを上昇させ
て、ノズルの先端に残留する内容物の再吸入を誘導することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　上述したように、本発明によれば、内容物を吐出させて使用した後、ディスペンサーの
ボタンのノズルの端部に残留する内容物を吸入して、内容物が外部に流れることを防止す
ることによって、内容物の不必要な無駄使いを遮断することができ、また、内容物によっ
て容器本体が汚染されることを防止することができるという長所がある。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の好ましい実施例による内容物の再吸入が可能なディスペンサーの構成を
示す断面図である。
【図２】本発明の好ましい実施例による内容物の再吸入が可能なディスペンサーの内容物
の再吸入過程を示す説明図である。
【図３】本発明の好ましい実施例による内容物の再吸入が可能なディスペンサーの内容物
の再吸入過程を示す説明図である。
【図４】本発明の好ましい実施例による内容物の再吸入が可能なディスペンサーの内容物
の再吸入過程を示す説明図である。
【図５】本発明の好ましい実施例による内容物の再吸入が可能なディスペンサーの内容物
の再吸入過程を示す説明図である。
【図６】本発明の好ましい実施例による内容物の再吸入の可能なディスペンサーが容器本
体に結合された状態を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して本発明を詳しく説明する。各図面に提示された同じ参照符号は同
じ部材を示す。
【００１２】
　図１は本発明の好ましい実施例による内容物の再吸入が可能なディスペンサーの構成を
示す断面図で、図２～５は本発明の好ましい実施例による内容物の再吸入が可能なディス
ペンサーの内容物の再吸入過程を示す説明図で、図６は本発明の好ましい実施例による内
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容物の再吸入の可能なディスペンサーが容器本体に結合された状態を示す断面図である。
【００１３】
　図１～図６によれば、本発明の好ましい実施例による内容物の再吸入が可能なディスペ
ンサーは、本体１００、結合体２００、シリンダー３００、ステム４００、ピストンロッ
ド５００、シールキャップ６００、第１スプリング７００、第２スプリング８００、ボタ
ン９００が含まれる。
【００１４】
　上記本体１００は、内容物ａが収容される容器本体１０の上部に結合されて、容器本体
１０の開放された上部を閉鎖するもので、その内側には後述する結合体２００の結合が可
能になるように結合段差１１０が形成される。
【００１５】
　上記結合体２００は上記本体１００に結合されて、シリンダー３００を固定させるもの
で、本体１００の結合段差１１０に載置されて固定されるように、結合段差１１０と当接
する部分に結合突起２１０が備えられる。
【００１６】
　上記結合体２００は後述するステム４００が貫通されることが可能に中空が形成される
。
【００１７】
　上記シリンダー３００は上記結合体２００の下部に結合されるもので、その下側にポン
ピング作動の時、容器本体１０に収容された内容物が流入されるように内容物流入孔３１
０が形成される。上記内容物流入孔３１０には内容物の圧力によって開閉されて、内容物
の逆流を防止するようにバルブ部材３２０が設置されることが好ましい。
【００１８】
　上記ステム４００は上記結合体２００の中空を貫通して設置されるもので、内容物が移
動できるように上端と下端が開放される円筒状に形成される。本発明において、上記ステ
ム４００の内周面には第２スプリング８００の上端を支持する支持段差４１０が形成され
ることが特徴であり、上記支持段差４１０はボタン９００の加圧によってステム４００が
下降する時、第２スプリング８００を加圧して下方へ移動する途中にピストンロッド５０
０のスプリング結合突起５２０の上端に当接して、ピストンロッド５００に圧力を伝達す
ることによって、ピストンロッド５００の下方への移動が可能になる。
【００１９】
　上記ピストンロッド５００は上記ステム４００の下部に嵌合されるもので、内容物の移
動が可能に長手方向に沿って空間が形成され、その下端には第１スプリング７００の弾性
力によってピストンロッド５００の上昇が可能に第１スプリング７００の上端を支持する
スプリング支持部５１０が備えられる。
【００２０】
　本発明において、上記ピストンロッド５００の上端には上方向に突出して形成されて、
第２スプリング８００を設置できるようにスプリング結合突起５２０が形成されることが
特徴であり、上記スプリング結合突起５２０は、ステム４００の下降及び上昇による第２
スプリング８００の収縮及び弛緩時に、第２スプリング８００の捻れを防止して作動をガ
イドする。
【００２１】
　また、上記スプリング結合突起５２０は、上記ステム４００の支持段差４１０と当接し
た状態で、第２スプリング８００の弾性力によって、ステム４００の上昇時に、支持段差
４１０と離隔される距離Ｈだけステム４００の内部に真空圧を発生させて、ノズル９１０
の先端に残留する内容物が吸入できるようにする。
【００２２】
　上記シールキャップ６００は上記ステム４００の下部でステム４００及びピストンロッ
ド５００を囲んで設置され、その外周面が上記シリンダー３００の内周面に密着して形成
されるもので、本発明において、上記シールキャップ６００は弾性材質で形成されること
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が特徴であり、その上端はステム４００に支持され、下端はピストンロッド５００に支持
されるように構成されて、ステム４００の下降時に、ステム４００の加圧によって押圧さ
れてから復元されてステム４００を上昇させる。シールキャップ６００が押圧されてから
復元する時に発生するシールキャップ６００の長さの変化によって変化された長さだけス
テム４００の内部に真空圧を発生させて、ノズル９１０の先端に残留する内容物の吸入を
誘導する。
【００２３】
　上記第１スプリング７００は上記シリンダー３００の内部に設置され、その下端は上記
シリンダー３００の内側下端に形成されるスプリング載置段差３３０に載置され、他側は
上記ピストンロッド５００のスプリング支持部５１０に支持されて、ポンピングの時にピ
ストンロッド５００に弾性力を提供する。
【００２４】
　上記第２スプリング８００は上記ピストンロッド５００のスプリング結合突起５２０を
囲んで設置され、下端はピストンロッド５００に支持され、上端は上記ステム４００の支
持段差４１０に支持されて、ポンピング時に上方向に弾性力を提供してステム４００を上
昇させる。
【００２５】
　本発明において、上記第２スプリング８００はボタン９００の加圧によってステム４０
０が下降する時に、支持段差４１０によって収縮されてからボタン９００の加圧が解除さ
れると復元されてステム４００を上昇させ、上記ステム４００の支持段差４１０とピスト
ンロッド５００のスプリング結合突起５２０を離隔させる。この時、第２スプリング８０
０の弾性力によってステム４００が上昇して、支持段差４１０とスプリング結合突起５２
０が離隔される距離Ｈだけステム４００の内部に真空圧が発生することによって、ノズル
９１０の先端に残留する内容物が再吸入される。
【００２６】
　上記ボタン９００は上記ステム４００の上部に結合されて、使用者の加圧によってステ
ム４００に圧力を伝達するもので、ステム４００を通じて移動する内容物が外部に排出さ
れるようにノズル９１０が形成される。
【００２７】
　図面及び明細書に最適な実施例が開示された。ここで特定用語が用いられたが、これは
ただ本発明を説明するための目的で用いられたものであって、意味の限定や特許請求の範
囲に記載された本発明の範囲を制限するために用いられたのではない。従って、当該技術
分野における通常の知識を有するものであれば、多様な変形及び均等な他の実施例が可能
であるという点を理解すべきである。また、本発明の真の技術的保護範囲は特許請求の範
囲の技術的思想によって定められるべきである。
【符号の説明】
【００２８】
　１００：本体　
　１１０：結合段差
　２００：結合体　
　２１０：結合突起
　３００：シリンダー　
　３１０：内容物流入孔
　３２０：バルブ部材　
　３３０：スプリング載置段差
　４００：ステム　
　４１０：支持段差
　５００：ピストンロッド　
　５１０：スプリング支持部
　５２０：スプリング結合突起　
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　６００：シールキャップ
　７００：第１スプリング　
　８００：第２スプリング
　９００：ボタン　
　９１０：ノズル
　

　

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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